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◎ シリーズ 次代を担う衛生・環境工学者100回記念特集 特集Ⅰ
(株)HANERU葛尾 代表取締役社長 松延紀至氏を訪ねて／特
集Ⅱ 対談 現代の社会問題としての水俣病／特集ⅡⅡ 眞柄泰基
先生の衛生・環境工学思想とその業績を聞く(その１)／特集
Ⅳ 対談 日米大学比較論／特集Ⅴ センサー開発に取り組んで
きた教授が提案する 新たな大腸菌測定技術で水インフラをレ
ベルアップ／特集Ⅵ 特別寄稿｢北海道大学を訪問して(丹保憲
仁先生三回忌に寄せて)／特集Ⅶ ルポ 東日本大震災・原発事
故被災地　福島県葛尾村訪問記 復興の鍵は産業振興と給水の
持続性確保／特集Ⅷ 地方で輝く個性派企業／特集Ⅸ データ
分析 日本原料(株)高萩工場｢芳名帳｣に見る‶ある水道史"1969
年４月５日～2025年６月13日 1560人　◎ 業界イベント 全管
連 地域の守り手として 持続的に使命を果たす／盛大に創業
65周年記念祝賀会 西関東機材 五カ年ビジョンで成長・飛躍へ
／南青山ショールームを刷新　小泉KOHLERキッチン販売／
日廃リが設立50周年式典　浅尾環境相など多くの来賓迎え災
害廃棄物処理の使命誓い新たな発展めざす　◎ トピックス 全
管連役員など大臣表彰 国土交通省 建設関係功労者に栄誉
／PFASの水道水質基準設定　環境省 来年４月から検査
など施行／管路更新推進・強化 東京都水道整備で専門部会
◎ Photoエッセイ 砂山…余湖 典昭　◎ 明日への道標 赦す
ことは強さの証し―ガンディー 非暴力と不服従―…高倉克也
◎ 東京見て歩き(139) 青山通り界隈 三宅坂から渋谷へ…坂
本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集(76)平成一人
百首｢組合交渉｣その４(全６首)…野平大魚　◎続 馬耳東風…西
村修一　◎建築着工統計[2025年5月]

◎ 業界イベント 社会的地位向上へ 東管協組 希望ある業界へ
全力／星野氏を新理事長に選出 三管協 総会で新役員体制確
立／売上高1,653億４千万円 橋本総業ホールディングス ６.２％
増で増収増益達成　◎ トピックス 新たなルール導入 技能者
の適切な労務費確保へ／上下水道の経営基盤再構築 国交省検
討会 第１次とりまとめ案を了承／上下水道DX推進 持続可能
なシステムを構築／第２次提言を国交相に手交 対策検討委 
安全な管路マネジメントへ　◎令和７年度 上下水道科学研究
費補助金の採択課題の決定　◎｢上下水道政策の基本的なあり
方検討会｣の 第１次とりまとめを公表します ◎｢国土交通省
インフラ分野のオープンデータの取組方針｣を策定しました
◎ガス温水機器の新たな省エネ基準に関する報告書を取りま
とめました　◎｢都市の個性の確立と質や価値の向上に関する
懇談会｣の中間取りまとめを公表！　◎第48回 技能五輪国際
大会(中華人民共和国・上海)に出場する選手の競技力強化・
人材育成に関する指針を公表します　◎思い出ベンチ(R)令
和7年度寄付者の募集を開始します。あなたの思い出を公
園・霊園に残しませんか　◎川は‶生き物の宝庫"気候変動や
外来生物の影響も　◎令和7年度 東京都既存住宅省エネ診断･
設計等支援事業の申請受付を開始します　◎｢防ごう！ペット
の熱中症｣ペットの熱中症予防に関するポスターの作成につ
いて　◎ Photoエッセイ 認知バイアス…余湖 典昭　◎ 明日
への道標 自分の良心に従って―三淵嘉子と原爆裁判 ―…高倉
克也　◎ 東京見て歩き(138) 荻窪 近衛文麿の荻外荘公園等
を訪ねて…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌
集(75)平成一人百首｢組合交渉｣その３(全６首)…野平大魚　
◎続 馬耳東風…西村修一　◎建築着工統計[2025年４月]

　道場は校舎の裏の日陰に建っていた。中学生に
なり、剣道の有段者で文武両道を説く父のすすめ
で柔道部に入った。なぜ柔道部かというと剣道部
がなかったからだ。ほんとうは音楽か美術を選び
たかった。憂鬱な気分で放課後、薄暗い道場に通
う。すると不思議なことにだんだん面白くなって
きた。いまのわたしにはその理由がわかる。
　元バレーボール女子日本代表の益子直美は中学
から高校にかけて暴言や体罰による指導でバレー
嫌いになったという。否応なく強いられるプレー
しか知らず、大人になっても「私は空っぽだ」と
絶望感に襲われた。そんなつらい体験が「監督が
怒ってはいけない大会」を始めるモチベーション
になった。2015年から全国各地で開催している。
　大会の目的は子供たちが自発的にチャレンジ
し、委縮することなくスポーツを楽しむことだ。
ルールやマナーを守らない場合は理由を説明して
ちゃんと叱る。だがしごきやいじめは許されない。
わたしが柔道を好きになったのも技を磨いて上達
する楽しさを覚えたからだ。担当の教師はあまり
口を出さず、主将も明るく大らかな性格だった。
　哲学者の川谷茂樹は『スポーツ倫理学講義』で
スポーツの本質は競争と定義し、フェアプレイを
美化する論調を欺瞞的と批判した。たしかに勝敗
は無視できない。しかし人間は自己保存の欲求と
共に他者と共感する欲求も持つ。わたしは柔道で
誰かに勝つことより何かを達成する歓びを知った。
益子も語っているように真の勝利は粗暴な力では
なく他者を尊重する姿勢から生まれる。 （高倉)


